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最大 500G の外部磁場をかけることができ、アルゴンガスを用いたとき、測定結果より、電子密度として、 1011cm-3 
台、電子温度として、 1 eV-4 eV、マッハ数として 0.06 を達成できることを示している。































ズマに関してプラズマパラメータの測定がおこなわれており、電子密度で 1011 cm- 3、電子温度で 1 e子4eV、磁
力線に沿った方向のプラズ、マ流のマッハ数は 0.06 としづ結果が得られたことが示されている。
(5) プラズマ実験装置中に、ペブルを模擬した sus 製の円板を入れて、磁力線に沿った方向のプラズマ密度の変化
について測定した結果を示している。アルゴンガス圧を 3mTorr で固定し円板の大きさを直径 2cm、 5cm と変
化させた場合について、そして、円板の直径を 5cm に固定して、アルゴンガス圧を 1mTorr、 3mTorr、 8mTorr
と変化させた場合のプラズマ密度を測定している。そしてその測定結果に対して磁場を横切る拡散係数をフリー
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パラメーターとしてペブ、ルの最大熱負荷を評価するのに用いた計算モデ、ルをあてはめたところ、拡散係数が中性
ガス圧に依存して変化するという結論が得られている。
以上のように、本論文は、プラズマを遮蔽するのに十分なベブル落下流量を確保するのに必要なペブ、ル落下装置の
仕様を決めることのできる計算モデ、ルを与えるとともに、ペブルに入射する最大熱負荷、ペブルフローのプラズマ遮
蔽効果について評価をおこない、ペブ、ルダイパータがダイパータに流入してくる熱流束に十分に耐えられるものであ
ることを示した成果は大きい。この成果は今後の核融合炉研究において大きく貢献するものであると考えられる。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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